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論文の内容の要旨
（目的）
　日本の養護教諭やアメリカのスクールナースがとらえた児童生徒の最も重要な健康問題は，共通して情緒的間
題や心身症的問題である。現在，日本の学校現場では心身の訴えの多い子どもたち，あるいは保健室に登校する
児童・生徒への援助が大きな課題となっている。子どもたちが生涯にわたる健康を維持していくためには，自分
自身で健康を構築していくことが大切であるが，高校生の全般的な健康に関する研究は少ない。
　本研究は，心身の訴えの多い高校生に対して，養護教諭が保健室で行う援助方法を提言することを目的に，以
下の4研究を行った。1）高校生の心身の訴えの実態とその関連要因を明らかにする，2）高校生の心理面的問
題から生じる自覚症状を簡便に把握するための尺度を開発する，3）高校生が自らの健康問題を解決してゆくた
めの援助方法として，予防的見地の観点から改訂版生活分析的カウンセリング（revisedLifeA鵬1yticCo㎜se1ing　l
LAGR）を開発する，4）不登校生徒に対する保健室での援助方法として，自己表現法の一つであるコラージュ療
法の効果を検証する。
（対象と方法）
研究ユ1東京都内の高校ユ年生168人を対象に，1996年6月に自記式質問紙による集合調査を実施し，高校3年
　　　　問の心身の訴えの変化をみるために縦断的研究を行った。
研究2：自覚症状尺度は，従来の健康実態調査を参考に心身の訴えの多い30項目を設定した。尺度の妥当性，信
　　　　頼性を検証するために，東京都内の高校生述べ759人を対象に，1997年から1999年までの3年間にわた
　　　　り調査を実施した。
研究3：東京都内の高校ユ年生を対象に，心身の訴え30項目の健康調査を実施し，合計尺度得点が平均より1標
　　　　準偏差以上の生徒を介入群として，1996年度34人，1997年度28人にLAGRを実施した。統制群はユ998
　　　　年度入学の心身の訴えの多い1年生で，同じく30項目尾合計尺度得点が平均より1標準偏差以上の生徒
　　　　とした。評価の測定は，心身の訴えに関する質問紙調査をLAC－R実施後にも行い，介入群と統制群のLAC－
　　　　R実施前後の比較を行った。
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研究4：不登校生徒（事例ユ）と不登校傾向にある生徒（事例2）の2人に対して，それぞれユ年7ヶ月問およ
　　　　びユ年2ヵ月間，保健室でコラージュ療法を実施した。
（結果）
研究ユ
研究2
研究3
研究4
1心身の訴えは両親・教師・学校への認知，睡眠・食事時問等の生活習慣との関連が認められた。女子は
男子に比べ心身の訴えが多かった。高校3年間の心身の訴えの変化では，入学時は1年生修了時，およ
び卒業時に比べて心身の訴えが多かった。
1尺度の妥当性に関しては，因子分析の結果，一因子構造が確認され，固有値，因子負荷量とも一定の水
準を有していた。また信頼性と再現性では，Cmnbachのα係数および相関係数のいずれも高い水準を有
　していた。
：介入群では1996年度の男女と1997年度の女子で，LAGR実施前に比べLAGR実施後は心身の訴えが減少
していた。統制群では有意差はなかった。
：事例1は自己洞察し，自己決定して大検予備校へと進学した。事例2は自己洞察が図られ前向きに卒業
式を迎えた。
（考察）
　研究1の結果から，高校生の心身の訴えには親子関係，学校との関係，生活週間が関与している事態が明らか
になった。また，心身の訴えを簡便に把握するための30項目からなる自覚症状尺度の妥当性・信頼性も示された。
高校生の健康を維持するために，予防的な見地から開発したLAC－Rを一定の期聞をおいて実施した結果，心身の
訴えが減少した。高校生はideΩtityの確率期にあり，LAC－Rの実施は自己の健康状態に関心を向ける機会となった
ものと考えられ，LAGRの有効性が示唆された。
　また，心身の訴えを簡便に把握する自覚症状尺度の妥当性・信頼性が示されたことは，1人配置の多い多忙な
養護教諭が，従来の定期健康検診等の機会を活用して，高校生の心身両面からの健康を維持する計画の立案を可
能にする。さらに不登校およびその傾向にある生徒に対するコラージュ療法は，自己を自由に表現することで，自
己洞察・自己理解につながり，保健室での有効な時間の過ごし方と援助方法の有効性についても明らかにするこ
とができた。
（結論）
　心身の訴えの多い高校生に対して，養護教論が保健室で行う援助方法を提言することを目的とした研究から，以
下の知見を得た。高校生の心身の訴えには親子関係，学校との関係，生活習慣が関与し，女子は男子に比べ心身
の訴えが多かった。また，保健室で今，最も求められている実情に即した30項目の自覚症状尺度の有用性，さら
に予防的見地から開発された援助方法としてのLAC－Rおよびコラージュ療法の有効性が示唆された。
審査の結果の要旨
　現代の学校保健の領域では，厳しい学力競争や人間関係のストレスなどから生じる不登校・いじめ等の問題が
指摘されている。しかし，学校保健の申心的担手である養護教諭を複数配置している学校は少なく，児童・生徒
の厳しい状況に十分対応できているとは言い難い。また，児童・生徒が自分自身で健康を維持し，構築していく
ための研究も少ない。
　本研究は，養護教諭が保健室で行う援助方法を提言することを目的とした4研究で構成されている。述べ900人
の高校生を対象にした3年間の縦断的研究の結果，高校生の心身の自覚症状の訴えは，両親・教師・学校への認
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知，睡眠・食事時聞等の生活習慣と関連が認められた。また，自覚症状を簡便に把握するための尺度，および援
助方法として開発された改訂版生活分析的カウンセリング（LAC－R）は，自己表現技法としてのコラージュ療法と
共にその有効性が示唆された。本研究の結果を一般化するには，調査対象の高校生が！校に限定されており，事
例研究の数も少ないなどの問題がある。しかし，日本の学校保健の現状を提えて，多忙な養護教諭が簡便かつ短
時問で高校生の心身の自覚症状を把握し，保健室で行う援助方法について明らかにしたことは，今日の学校保健
の重大さに鑑み，意義ある研究と評価できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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